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は
じ
め
に　

　

近
代
の
日
本
は
国
民
国
家
と
し
て
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
、
急
激
な

変
革
＝
欧
化
と
強
力
な
国
民
統
合
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
際
、
「
国
民
」

と
い
う
「
想
像
の
共
同
体
」
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

（
（
（

）
と
と
も
に

創
造
さ
れ
た
の
が
「
国
語
」
で
あ
る
（
イ
・
ヨ
ン
ス
ク

（
（
（

）
。
こ
こ
で
確
認
し

て
お
き
た
い
の
は
、
一
国
・
一
言
語
・
一
文
化
主
義
と
い
う
同
一
性
を
前

提
と
す
る
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
西
川
長
夫
は
そ
の
よ
う
な
純
粋
言
語
思
想
を
否
定
し
、「
国

語
」
の
虚
構
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

言
語
は
交
流
し
変
容
す
る
。
言
語
は
つ
ね
に
雑
種
的
で
あ
り
、
純
粋

で
孤
立
し
た
言
語
な
ど
は
あ
り
え
ず
、
国
語
（
日
本
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
等
々
）
は
虚
構
で
あ
る
。
言
語
を
民
族
と
一
体
化
さ
せ
、
何
か

あ
る
有
機
的
な
統
一
体
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
は
直
接
無
媒
介
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
と
い
う
考
え
方
（
国
語
や
母

語
）
、
逆
に
言
え
ば
そ
こ
に
引
か
れ
た
境
界
を
越
え
る
と
ま
っ
た
く

別
の
言
語
や
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
、
国
境
や
国
民
国
家
の
原
理

を
反
映
し
た
考
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
存
す
る
言
語

は
交
流
と
変
容
の
過
程
に
お
け
る
一
段
階
で
あ
り
、
一
言
語
は
結
局

は
他
［
多
］
言
語
か
ら
成
り
立
つ
。
（
「
国
民
文
学
の
脱
構
築
」
『
国
民
国

家
論
の
射
程
』
柏
書
房
、
一
九
九
八
・
四
、
六
四
―
六
五
頁
。
傍
線
は
下
岡
が

私
に
付
し
た
。
以
下
同
様
）

　

国
民
国
家
を
支
え
る
「
国
語
」
と
い
う
制
度
は
、
言
語
を
必
須
の
媒
体

と
す
る
「
文
学
」
の
場
に
お
い
て
、
よ
り
あ
か
ら
さ
ま
に
そ
の
姿
を
さ
ら

す
。
小
森
陽
一
は
「
日
本
語
」
と
「
日
本
文
化
」
が
「
最
も
直
結
し
て
い

る
領
域
」
と
し
て
「
日
本
文
学
」
を
と
り
あ
げ
、
近
代
日
本
が
「
日
本
文

特
集 

● 

占
領
と
開
拓
の
〈
記
憶
〉

日
本
語
は
誰
の
も
の
か
？

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
の
日
本
語
作
家
・
黄
霊
芝
の
方
法

下
岡
友
加
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学
」
を
通
じ
て
、
「
「
日
本
」
―
「
日
本
人
」
―
「
日
本
語
」
―
「
日
本
文

化
」
と
い
う
結
合
の
再
生
産
」
を
「
繰
り
返
し
演
じ
」
て
き
た
こ
と
を
指

摘
し
た

（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
四
位
一
体
を
前
提
と
す
る
「
日
本
文
学
」
の
あ
り

よ
う
は
、
日
本
語
作
家
と
し
て
出
発
し
て
既
に
一
八
年
目
を
迎
え
た
リ
ー

ビ
英
雄
に
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
吐
露
さ
せ
て
い
る
。

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
人
た
ち
か
ら
、
「
日
本
語
が
で
き
る
の
か
、

で
き
な
い
の
か
」
だ
け
で
は
な
く
、
深
層
に
お
い
て
「
所
有
し
て

い
る
の
か
、
所
有
し
て
い
な
い
の
か
」
と
い
う
問
題
を
、
絶
え
ず
突

き
つ
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
日

本
語
の
「
所
有
権
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ

な
か
っ
た
も
の
に
は
、
日
本
語
の
「
借
地
権
」
と
い
う
条
件
が
つ

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
借
地
は
あ
り
う
る
け
れ
ど
、
所
有
で
は
な

い
。
い
ず
れ
、
返
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
（
『
我
的
日
本
語
』
筑
摩
書
房
、

二
〇
一
〇
・
一
〇
、
三
三
頁
）

　　

リ
ー
ビ
の
言
は
、「
日
本
」
―
「
日
本
人
」
―
「
日
本
語
」
―
「
日
本
文
化
」

と
い
う
結
合
が
未
だ
に
い
か
に
強
固
で
あ
る
か
を
我
々
に
教
え
る
。

　

近
年
、
黒
川
創
編
『
外
地
の
日
本
語
文
学
選
』
全
三
巻
（
新
宿
書
房
、

一
九
九
六
・
一
～
三
）
等
の
刊
行
に
よ
り
、
作
家
の
属
す
る
国
籍
・
民
族
・

文
化
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
使
用
さ
れ
る
言
語
に
重
き
を
置
い
た
「
日
本

語
文
学
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
一
般
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
七
〇
年
代
初
め
か
ら
い
ち
早
く
自
ら
の
作
品
を
「
日
本
語
文
学
」
と

公
言
し
て
き
た
在
日
朝
鮮
人
作
家
・
金
石
範
は
「
日
本
文
学
」
に
対
し
、

二
〇
〇
九
年
に
改
め
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。
「
日
本
文
学
は
日
本
語

文
学
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
語
文
学
＝
日
本
文
学
で
は
な
い
」
「
日
本

文
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
単
一
民
族
の
文
学
と
し
て
の
日
本
文
学
と
い
う
枠

組
み
を
も
っ
て
、
そ
れ
で
、
在
日
朝
鮮
人
の
文
学
を
計
ろ
う
と
し
て
き
た
。

い
わ
ば
、
日
本
文
学
に
は
他
者
が
な
か
っ
た
。
朝
鮮
の
文
学
は
、
他
者
で

さ
え
な
か
っ
た

（
（
（

」
。

　

果
た
し
て
他
者
を
持
た
な
い
「
日
本
文
学
」
は
、
一
体
い
つ
に
な
れ
ば

自
身
の
貧
し
さ
と
偏
狭
さ
を
自
覚
し
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
で

日
本
語
を
習
得
し
、
公
用
語
が
中
国
語
へ
と
転
じ
た
戦
後
も
日
本
語
で
創

作
し
続
け
た
台
湾
人
作
家
・
黄
霊
芝
（
本
名
：
黄
天
驥
。
一
九
二
八
―
）
の

文
学
営
為
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
植
民
地
統
治
と
い
う
帝
国
日

本
の
占
領
行
為
が
台
湾
に
遺
し
た
〈
負
の
遺
産
〉
と
し
て
の
日
本
語
。
そ

れ
を
自
己
表
現
の
道
具
と
し
て
利
用
す
る
黄
の
営
み
は
、
未
だ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
民
族
意
識
を
付
帯
し
続
け
る
「
日
本
語
」
「
日
本
文
学
」
を
相
対
化

す
る
視
座
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

一　

な
ぜ
日
本
語
を
使
う
の
か
？
―
黄
霊
芝
の
言
語
観
―

　

黄
霊
芝
は
一
九
二
八
年
、
台
南
市
の
裕
福
な
家
庭
の
末
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
父
・
黄
欣
（
一
八
八
五
―
一
九
四
七
）
は
台
湾
総
督
府
評
議
員
を
つ
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と
め
る
知
名
の
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
台
湾
人
で
あ
り
な
が
ら
、
例
外
的

に
日
本
人
子
弟
の
た
め
の
学
校
に
通
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
時
、
一
七
歳
で

あ
っ
た
黄
は
、
既
に
作
家
に
な
る
こ
と
を
志
す
ほ
ど
の
高
度
な
日
本
語
の

使
い
手
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
言
語
転
換
、
す
な
わ
ち
国
民
党
政
府
に
よ
る
中
国
語
公
用
化

と
日
本
語
禁
止
（
一
九
四
六
年
、
新
聞
雑
誌
の
日
本
語
欄
廃
止
）
に
よ
り
、
黄

は
一
度
は
文
芸
の
道
を
あ
き
ら
め
た
。
し
か
し
、
一
九
歳
で
結
核
を
患

い
、
「
あ
す
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
言
葉
の
作
品
を
作
っ
て
生
き

た
証
し
を
残
し
た
い
と
考
え
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
語
を
使
う
し
か
な

し
た
。
彼
の
主
要
な
作
品
を
収
め
た
単
著
と
し
て
『
黄
霊
芝
作
品
集
』
全

二
一
巻
（
一
九
七
一
・
一
～
二
〇
〇
八
・
一
二
）
が
あ
る
。
ま
た
、
創
立
当
初

（
一
九
七
〇
）
か
ら
現
在
ま
で
台
北
俳
句
会
の
主
宰
を
つ
と
め
て
お
り
、
編

著
に
『
台
北
俳
句
集
』
全
四
〇
集
（
一
九
七
一
・
一
〇
～
二
〇
一
二
・
八
）
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
、
日
本
で
出
版
し
た
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
（
言
叢
社
、

二
〇
〇
三
・
四
）
の
功
績
に
よ
り
、
第
三
回
正
岡
子
規
国
際
俳
句
賞
を
受
賞
。

二
〇
〇
六
年
秋
に
は
長
年
に
渡
る
俳
句
活
動
が
評
価
さ
れ
、
旭
日
小
綬
章

を
受
章
し
た
。
津
島
佑
子
は
戦
前
・
戦
後
の
台
湾
を
舞
台
と
し
た
小
説
「
あ

ま
り
に
野
蛮
な
」
（
『
群
像
』
二
〇
〇
六
・
九
～
二
〇
〇
八
・
五
）
の
執
筆
に
あ
た

り
、
黄
の
『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』
に
特
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と

を
明
言
し
て
い
る

（
（
（

。
そ
の
他
、
黄
の
小
説
集
と
し
て
、
国
江
春
菁
（
日
本

統
治
下
で
使
用
さ
れ
た
黄
霊
芝
の
日
本
名
）
著
・
岡
崎
郁
子
編
『
宋
王
之
印
』（
慶

友
社
、
二
〇
〇
二
・
二
）
、
黄
霊
芝
著
・
下
岡
友
加
編
『
戦
後
台
湾
の
日
本
語

文
学
・
黄
霊
芝
小
説
選
』
（
渓
水
社
、
二
〇
一
二
・
六
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

台
湾
に
お
い
て
も
、
黄
自
ら
が
日
本
語
を
中
国
語
に
書
き
直
し
た
小

説
「
蟹
」
で
、
一
九
七
〇
年
、
第
一
回
呉
濁
流
文
学
奨
を
受
賞
し
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
は
台
湾
の
真
理
大
学
か
ら
台
湾
文
学
家
牛
津
奨
を
受
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
・
台
湾
双
方
で
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら
、
黄
は
未
だ

一
般
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
た
存
在
と
は
言
え
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

日
本
語
で
書
か
れ
た
黄
の
作
品
は
台
湾
で
は
市
場
（
読
み
手
）
を
持
ち
得

ず
、
そ
の
創
作
の
殆
ど
は
部
数
の
限
ら
れ
た
作
品
集
（
自
費
出
版
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
台
湾
で
は
黄
の
創
作
は
日
本
語
で
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
長
い
間
評
価
の
対
象
と
し
て
見
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
」（
「
自
序
」『
黄

霊
芝
作
品
集　

巻
一
』

一
九
七
一
・
一
）
と
い

う
切
迫
し
た
理
由
か

ら
、
日
本
語
に
よ
る

創
作
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
後
、
三
〇
代

後
半
に
結
核
は
治
癒
。

結
果
と
し
て
、
黄
は

今
日
ま
で
に
俳
句
、

短
歌
、
小
説
、
評
論
、

童
話
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
に
渡
る
日

本
語
作
品
を
生
み
出

写真 1：『黄霊芝作品集』全 21 巻（一部）
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か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
植
民
地
の
戦
後
に
つ
い
て
い
っ
た
い
に
無
関

心
で
あ
っ
た

（
（
（

。

　

黄
自
身
、
「
台
湾
で
日
本
語
を
用
い
て
創
作
す
る
こ
と
は
、
白
い
キ
ャ

ン
バ
ス
に
白
い
絵
の
具
で
絵
を
描
く
よ
う
な
も
の
だ
」
と
そ
の
虚
し
さ
を

語
っ
て
い
る

（
（
（

。
そ
れ
で
は
、
読
者
の
期
待
で
き
な
い
台
湾
で
、
中
国
語
で

小
説
を
書
き
う
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
後
も
、
黄
は
な
ぜ
日
本
語
を
用
い

つ
づ
け
て
き
た
の
か
。

　

黄
は
言
う
。
「
一
つ
の
言
葉
を
覚
え
、
そ
れ
を
こ
な
す
に
は
殆
ん
ど
一

世
代
を
要
す
る
も
の
だ
」
「
私
は
見
よ
う
見
真
似
で
中
国
語
で
小
説
を
書

い
て
は
い
る
。
が
そ
れ
に
は
日
本
語
で
書
く
以
上
に
、
恐
ら
く
は
十
倍

以
上
の
労
力
を
要
し
、
そ
し
て
多
分
十
分
の
一
ほ
ど
の
効
果
も
上
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
短
か
い
人
生
に
於
い
て
こ

れ
だ
け
の
浪
費
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ

う
」
（
「
自
序
」
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
』
一
九
七
一
・
一

（
（
（

）
。
す
な
わ
ち
、
黄

の
日
本
語
使
用
の
理
由
に
は
第
一
に
効
率
の
問
題
が
あ
る
。
小
説
を
書
き

う
る
ほ
ど
の
言
語
能
力
は
一
朝
一
夕
に
身
に
つ
く
は
ず
が
な
い
。
そ
の
こ

と
は
、
黄
の
同
世
代
で
台
湾
を
代
表
す
る
中
国
語
作
家
と
な
っ
た
鍾
肇
政

（
一
九
二
五
―
）
の
言
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
の
敗
戦
時
に
二
〇
歳
で

あ
っ
た
鍾
は
六
年
後
に
は
中
国
語
で
処
女
作
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
本

人
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
習
作
程
度
で
、
小
説
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
」
。
日
本
語
か
ら
脱
却
す
る
の
に
一
五
年
か
か
り
、
二
〇
歳
か
ら
三
〇

歳
ま
で
の
「
自
分
の
思
想
を
体
系
づ
く
る
最
も
大
切
な
時
期
」
を
言
語
習

得
に
費
や
し
た
こ
と
で
、
自
分
の
「
思
想
が
貧
し
い
の
も
し
か
た
が
な
い
。

日
本
語
も
中
国
語
も
中
途
半
端
で
、
ど
う
し
た
っ
て
大
作
家
に
は
な
れ
な

い
運
命
だ
」
と
鍾
は
述
べ
て
い
る

（
（
（

。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
労
力

を
費
や
し
て
新
た
な
言
語
を
習
得
し
て
も
、
表
現
や
思
想
上
の
不
十
分
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
か
と
言
っ
て
、
日
本
語
で
は
台
湾
で
作
家
と

し
て
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
台
湾
の
人
々
が
戦
前
の

み
な
ら
ず
、
戦
後
に
も
言
語
を
め
ぐ
る
深
刻
な
葛
藤
に
苦
し
め
ら
れ
続
け

た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
五
〇
年
に
渡
る
日
本
の
統
治
は
、
戦
後
も
台
湾
の
人
々
に
重

い
負
担
を
強
い
て
き
た
。
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
『
日
本
語
』
は
日

本
人
の
み
が
使
う
の
で
も
、
使
わ
さ
れ
た
の
で
も
な
い
」
（
黒
川
創

（
（1
（

）
。
黄

の
日
本
語
創
作
の
背
後
に
は
、
「
日
本
語
で
し
か
自
分
の
世
界
を
展
現
で

き
な
か
っ
た
数
々
の
台
湾
の
戦
前
の
作
家
た
ち
の
、
そ
の
後
に
強
い
ら
れ

た
唖
の
無
念
さ
」
（
黄
霊
芝

（
（1
（

）
が
存
す
る
。

　

さ
ら
に
、
黄
の
同
世
代
で
あ
り
、
台
湾
歌
壇
（
台
北
歌
壇
）
の
創
立
者

で
あ
る
孤
蓬
万
里
（
本
名
：
呉
建
堂
。
一
九
二
六
―
一
九
九
八
）
の
言
も
見
て

お
き
た
い
。
孤
蓬
は
、
自
分
た
ち
が
戦
後
に
日
本
語
創
作
を
は
じ
め
た
経

緯
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
日
本
人
が
引
き
揚
げ
る
と
日
常
生
活
か
ら
日
本
語
は
急
速

に
駆
逐
さ
れ
た
。
経
済
不
況
か
ら
文
学
ど
こ
ろ
で
な
い
真
空
状
態
が

十
年
ほ
ど
つ
づ
く
。
中
国
文
学
が
漸
次
庶
民
に
及
び
、
漢
詩
な
ど
は

隆
昌
の
一
途
を
た
ど
る
。
し
か
し
、
一
個
人
に
と
っ
て
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
馴
染
ん
だ
言
語
は
、
そ
の
思
想
形
成
に
影
響
が
大
き
い
。
台
湾
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人
で
現
在
六
十
五
歳
以
上
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
語
は
一
生
の

う
ち
で
も
っ
と
も
自
分
の
情
操
生
活
に
寄
与
し
た
言
葉
と
な
っ
て

い
る
。
二
十
歳
前
後
に
な
っ
て
か
ら
学
ん
だ
中
国
語
は
、
ど
う
し
て

も
文
学
的
素
養
と
な
る
に
は
質
量
と
も
に
不
足
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
過
渡
期
を
克
服
し
た
人
々
」
と
い
わ
れ
る
一
握
り
の
人
た
ち
を
除

い
て
、
外
省
人
に
伍
し
て
中
国
文
学
を
今
さ
ら
や
っ
て
い
く
だ
け
の

覚
悟
が
わ
い
て
こ
な
い
。
一
九
五
五
年
ご
ろ
か
ら
「
文
学
に
国
境
は

な
し
。
短
い
一
生
の
こ
と
、
外
国
文
学
と
し
て
日
本
文
学
を
つ
づ
け

る
に
し
か
ず
」
と
い
う
気
風
が
生
ま
れ
た
。
（
『
孤
蓬
万
里
半
世
紀　

台

湾
万
葉
集
補
遺
・
付
』
集
英
社
、
一
九
九
七
・
九
、
二
四
三
―
二
四
四
頁
）

　　

右
の
孤
蓬
の
説
明
に
も
明
ら
か
な
通
り
、
青
年
期
に
至
る
ま
で
日
本
語

教
育
を
受
け
て
き
た
黄
た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
、
日
本
語
は
も
は
や
自
身

の
一
部
と
化
し
た
言
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
黄
た
ち
は
あ
か
ら
さ
ま
に
口

に
し
な
い
も
の
の
、
彼
ら
が
日
本
語
を
手
離
さ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
戦

後
台
湾
の
政
治
状
況
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

戦
後
に
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
国
民
党
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
か
ら

台
湾
を
解
放
し
て
く
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
台
湾
人
を
政
治

の
場
か
ら
排
除
し
、
圧
政
を
敷
い
た
。
多
く
の
台
湾
人
が
虐
殺
さ
れ
た

二
・
二
八
事
件
（
一
九
四
七
年
）
、
一
九
五
〇
年
代
に
横
行
し
た
白
色
テ
ロ
、

一
九
四
九
年
か
ら
世
界
最
長
三
八
年
に
及
ん
だ
戒
厳
令
と
、
民
主
化
を
成

し
遂
げ
る
ま
で
に
台
湾
は
政
治
的
に
長
く
暗
い
時
代
を
強
い
ら
れ
た
。
台

湾
の
人
々
は
、
戦
前
の
日
本
時
代
と
戦
後
の
国
民
党
政
府
に
よ
る
「
二
つ

の
時
代
、
二
つ
の
文
化
、
二
層
の
植
民
地
統
治
」
（
黄
智
慧

（
（1
（

）
下
を
生
き
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
日
本
語
は
「
日
本
（
人
）
に
強
制
さ
れ
た
言

語
」
か
ら
意
味
合
い
を
変
え
て
い
っ
た
。
日
本
語
は
、
戦
後
に
国
民
党
と

と
も
に
台
湾
へ
渡
っ
た
人
々
（
外
省
人
）
と
戦
前
か
ら
台
湾
に
住
む
人
々
（
本

省
人
）
を
分
か
つ
指
標
と
な
り
、
戦
前
に
学
校
教
育
を
受
け
た
台
湾
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
宗
主
国
の
言
葉
で
あ
る
日
本
語
で
創
作
を
行
い
続
け
る
こ
と

は
、
一
見
異
様
な
行
為
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
黄
た
ち
が

置
か
れ
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
中
国
語
よ
り
は
、
日
本
語
の

ほ
う
が
「
自
分
た
ち
の
言
葉
」
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
台
湾
で
日
本
語
で
創

作
し
続
け
た
黄
は
、
日
本
語
が
い
わ
ば
身
体
化
し
た
彼
の
世
代
の
「
代
弁

者
」
（
澤
井
律
之

（
（1
（

）
の
一
人
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
黄
が
日
本
語
を
使
用
す
る
の
は
、
決
し
て
受
動
的
、
消
極
的

な
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
黄
は
言
う
。
当
初
は
死
病
に
か
か
っ
た
た

め
に
や
む
を
得
ず
選
択
し
た
言
語
だ
っ
た
が
、
日
本
語
を
使
用
す
る
う
ち

に
「
実
は
日
本
語
が
か
な
り
に
し
た
た
か
な
言
語
で
奥
の
深
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
」
。
そ
し
て
、
「
お
人
よ
、
お
人
ら
よ
、
日
本
語
は
使
う
に
足

る
言
語
な
の
だ
。
ゆ
め
疑
う
な
か
れ

（
（1
（

」
と
今
日
で
は
ユ
ー
モ
ア
す
ら
交
え

て
日
本
語
に
対
す
る
愛
着
を
語
り
、
自
身
の
こ
と
を
親
日
な
ら
ぬ
「
親
日

本
語
」
人
だ
と
自
称
す
る

（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
強
い
ら
れ
た
屈
辱
の
言
語
と
し

て
の
日
本
語
の
出
自
、
来
歴
を
踏
み
越
え
て
、
黄
は
日
本
語
と
い
う
言
語

の
持
つ
魅
力
を
日
本
語
使
用
継
続
の
積
極
的
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

　

ま
た
、
黄
は
早
い
段
階
で
自
身
の
言
語
観
を
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い

る
。
「
日
本
文
で
表
現
し
易
い
主
題
を
日
本
文
で
取
り
扱
い
、
ス
ペ
イ
ン

文
に
適
す
る
主
題
を
ス
ペ
イ
ン
文
で
書
く
。
こ
う
云
う
使
い
分
け
が
出
来

れ
ば
文
芸
は
も
っ
と
完
璧
に
な
る
性
質
の
も
の
」
で
あ
り
、
私
た
ち
が

そ
れ
を
な
し
得
な
い
で
い
る
こ
と
は
、
「
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
文
芸
家

の
恥
で
も
あ
る
」
（
「
序
に
か
え
て
」
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
三
』
一
九
七
二
・
五
）
。

通
常
、
我
々
が
身
に
つ
け
る
言
語
は
生
ま
れ
た
国
や
政
治
、
時
代
や
環
境

に
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
る
要
素
を
持
つ
が
、
「
文
芸
家
」
は
自
身
が
求

め
る
主
題
に
ふ
さ
わ
し
い
言
語
を
、
自
ら
が
選
ぶ
〈
主
体
〉
で
あ
る
べ
き

だ
と
黄
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
〈
言
語
を
選

択
す
る
主
体
〉
と
し
て
の
作
家
の
立
場
と
能
力
を
重
ん
じ
る
黄
の
認
識
は
、

ド
イ
ツ
語
と
日
本
語
で
創
作
を
行
う
作
家
・
多
和
田
葉
子
に
よ
る
、
次
の

言
葉
に
も
通
底
す
る
。

植
民
地
支
配
は
微
塵
も
正
当
化
で
き
な
い
が
、
「
こ
ろ
ん
で
も
た
だ

で
は
起
き
な
い
」
し
た
た
か
さ
で
、
こ
ろ
ん
だ
時
に
掴
ん
だ
フ
ラ

ン
ス
語
と
い
う
泥
で
作
品
を
作
り
上
げ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
…
）
運
命
の
い
た
ず
ら
で
他
所
の
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
作
家
だ
け
が
例
外
的
に
言
語
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
言
語
し
か
で
き
な
い
作
家
で
あ
っ

て
も
、
創
作
言
語
を
何
ら
か
の
形
で
「
選
び
取
っ
て
」
い
る
の
で
な

け
れ
ば
文
学
と
は
言
え
な
い
。
（
『
エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー

―
母
語
の
外
へ

出
る
旅
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
・
八
、
七
頁
）

　　

多
和
田
は
、
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
下
に
あ
っ
た
セ
ネ
ガ
ル
の
作

家
を
例
に
あ
げ
て
右
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
ま
さ
し
く
黄
霊
芝

の
日
本
語
使
用
の
発
端
と
、
そ
の
後
の
言
語
選
択
を
代
弁
し
て
い
よ
う
。

　

た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
或
い
は
英
語
と
は
異
な
り
、
世
界
の
な
か
で
日

本
語
の
使
用
さ
れ
る
地
域
は
極
め
て
局
所
的
で
あ
り
、
読
者
を
自
ら
狭
め

る
行
為
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
黄
は
述
べ
て
い
る
。
「
作

品
と
は
読
者
が
い
な
け
れ
ば
作
者
の
独
り
言
に
果
て
て
し
ま
う
」
が
、「
名

作
で
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
で
誰
か
が
残
し
て
く
れ
る
」
。
「
名
作
は
後
世

に
至
っ
て
も
名
作
だ
。
中
国
語
で
書
こ
う
と
日
本
語
で
書
こ
う
と
、
そ
ん

写真 2：黄霊芝（2009 年）
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な
こ
と
に
は
関
わ
ら
な
い
」
「
言
葉
の
問
題
で
は
な
い
。
名
作
か
ど
う
か

の
問
題
な
の
だ

（
（1
（

」
。

　

言
語
の
種
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
「
名
作
」
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
を
念
じ
て
創
作
し
て
き
た
黄
は
、
あ
く
ま
で
作
品
本
位
の

芸
術
至
上
主
義
的
価
値
観
の
持
ち
主
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
日

本
語
を
用
い
て
彼
は
ど
の
よ
う
な
文
学
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二　

立
ち
上
が
る
滑
稽 

―
黄
霊
芝
文
学
の
相
貌
―

 
 

　
　

黄
霊
芝
は
先
行
す
る
日
本
語
の
表
現
体
で
あ
る
「
日
本
文
学
」
に
通
暁

し
て
い
る
。
終
戦
時
、
日
本
へ
引
き
揚
げ
る
日
本
人
か
ら
大
量
に
全
集
類

の
書
籍
を
購
入
し
た
こ
と
も
証
言
し
て
お
り

（
（1
（

、
実
際
『
台
湾
俳
句
歳
時

記
』
内
だ
け
で
も
、
横
光
利
一
、
内
田
百
閒
、
谷
崎
潤
一
郎
、
石
川
啄
木
、

佐
藤
春
夫
、
泉
鏡
花
、
久
保
田
万
太
郎
な
ど
、
多
数
の
作
家
名
が
見
え
る
。

し
か
し
、
黄
の
文
学
は
彼
ら
の
誰
に
も
似
て
い
な
い
。
個
性
と
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
黄
の
文
学
の
性
質
を
小
説
を
中
心
に
述
べ
る
な
ら
ば
、

常
に
不
幸
な
結
末
を
提
示
す
る
こ
と
で
人
間
と
い
う
存
在
の
不
完
全
さ
、

哀
し
さ
を
描
き
な
が
ら
、
饒
舌
な
語
り
口
と
ど
ん
で
ん
返
し
の
展
開
に
よ

り
、
読
者
を
煙
に
巻
く
諧
謔
性
を
持
っ
た
文
学
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
、

紙
幅
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
個
性
の
実
態
を
彼
の
小
説
の
①
題

材
・
テ
ー
マ
②
表
現
・
構
造
③
登
場
人
物
の
各
要
素
か
ら
紹
介
す
る
。

①
台
湾
を
描
い
て
台
湾
を
超
え
る
―
題
材
・
テ
ー
マ

　

黄
霊
芝
の
小
説
の
舞
台
は
、
黄
自
身
が
生
き
て
き
た
戦
後
の
台
湾
に
設

定
さ
れ
て
い
る
（
一
部
戦
前
の
日
本
時
代
も
含
む
）
。
よ
っ
て
、
小
説
は
台
湾

の
歴
史
や
社
会
問
題
を
必
然
的
に
映
し
出
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
董
さ

ん
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
九
』
二
〇
〇
一
・
七
）
は
、
一
九
四
七
年
に
発

生
し
た
二
・
二
八
事
件
を
語
る
。
こ
の
事
件
で
は
多
数
の
台
湾
人
エ
リ
ー

ト
が
政
府
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
。
小
説
は
そ
の
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
る

「
董
さ
ん
」
が
、
実
は
戦
前
の
日
本
統
治
時
代
の
抗
日
事
件
（
西
来
庵
事
件
・

一
九
一
五
年
）
で
両
親
を
殺
さ
れ
た
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。「
董

さ
ん
」
は
両
親
を
失
く
し
た
後
、
台
湾
人
女
性
の
献
身
に
よ
っ
て
弁
護
士

と
な
り
、
日
本
人
で
は
な
く
、
台
湾
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
「
董
さ
ん
の
父
親
は
日
本
人
だ
っ
た
た

め
に
台
湾
人
に
よ
り
殺
さ
れ
た
が
、
董
さ
ん
は
台
湾
を
愛
し
た
が
ゆ
え
に

中
国
人
に
殺
さ
れ
た
」
。
小
説
は
こ
う
し
た
不
条
理
を
「
董
さ
ん
」
に
つ

い
て
何
も
知
ら
な
い
「
僕
」
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く

（
（1
（

。

　

右
の
「
董
さ
ん
」
を
典
型
的
な
例
と
し
て
、
黄
の
小
説
は
戒
厳
令
下

（
一
九
四
九
～
一
九
八
七
）
の
台
湾
で
は
決
し
て
公
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
政
治
に
対
す
る
批
判
を
孕
ん
だ
内
容
を
描
い
て
い
る
。
黄
の
文
学
は

戦
後
の
台
湾
を
台
湾
人
の
立
場
か
ら
記
録
し
、
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
歴
史
的
な
資
料
の
一
つ
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
。

　

た
だ
し
、
彼
の
小
説
で
は
台
湾
固
有
の
歴
史
的
な
状
況
や
問
題
を
告
発

す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

（
（1
（

、
台
湾
を
描
き
な
が
ら

台
湾
を
超
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
全
人
類
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
問
題

や
生
活
感
情
を
描
く
こ
と
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
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た
と
え
ば
、
黄
の
処
女
作
「
蟹
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
』
）
で
追
究

さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
食
べ
る
こ
と
（
す
な
わ
ち
他
者
を
そ
こ
な
う
こ
と
）
な

し
に
人
は
生
き
ら
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
、
人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
逃
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
極
め
て
実
存
的
な
問
い
で
あ
る
。
台
北
で
暮
ら
す

老
乞
食
の
「
お
い
」
は
、
戦
後
急
激
に
悪
化
し
た
生
活
環
境
の
な
か
で
日

常
的
な
飢
え
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
日
、
偶
然
蟹
を
食
べ
る
機
会
に
恵

ま
れ
、
蟹
の
お
い
し
さ
に
目
が
く
ら
ん
だ
「
お
い
」
は
、
蟹
を
再
び
食
べ

る
た
め
に
海
を
め
ざ
し
て
都
会
を
後
に
旅
立
つ
。
し
か
し
、
旅
の
途
中
で

行
き
倒
れ
と
な
っ
た
「
お
い
」
は
、
最
終
的
に
は
蟹
を
食
べ
る
ど
こ
ろ
か
、

海
辺
で
自
身
の
体
を
蟹
に
つ
い
ば
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
動
物
と
し
て

の
原
始
的
な
人
間
の
存
在
意
義
（
＝
他
者
の
餌
と
な
る
こ
と
）
が
、
蟹
を
食

べ
―
蟹
に
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
関
係
性
の
な
か
に
提
示
さ
れ
た
小
説
で
あ

る
（
（2
（

。

　

人
間
の
根
元
的
生
存
欲
求
（
食
欲
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
く
こ
の
「
蟹
」

同
様
、
そ
の
他
に
も
、
黄
の
小
説
で
は
、
金
銭
と
血
縁
（
家
）
に
縛
ら
れ

る
人
間
の
在
り
よ
う
を
描
い
た
「
「
金
」
の
家
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
』

一
九
七
一
・
一
）
や
、
老
い
（
死
）
へ
の
恐
怖
を
語
る
「
古
稀
」
（
『
黄
霊
芝
作

品
集　

巻
一
』
」
）
、
自
然
物
を
思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

人
間
の
エ
ゴ
を
剔
出
し
た
「
豚
」
（
『
岡
山
日
報
』
一
九
七
二
・
二
～
三
）
、
自

分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
物
語
を
期
待
す
る
無
責
任
な
民
衆
心
理
を
暴
い
た

「
輿
論
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
九
』
一
九
八
三
・
一
一
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
台

湾
を
作
品
の
舞
台
と
し
な
が
ら
、
時
代
や
場
所
を
変
え
て
も
共
通
す
る
、

人
間
社
会
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
が
設
定
・
追
究
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。

②
読
者
を
ペ
テ
ン
に
か
け
る
―
表
現
・
構
造

　

そ
れ
で
は
、
①
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
体
現
さ

れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
表
現
の
在
り
方
に
、
黄
文
学
の
独
創
は
色
濃
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
蟹
を
食
し
た
乞
食
の
「
お
い
」
の
様

子
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

お
い
は
足
を
一
本
ち
ぎ
り
取
っ
た
。
嗅
い
で
み
た
。
噛
ん
で
み
た
。

そ
れ
か
ら
啜
っ
て
み
た
。
甘
い
柔
ら
か
い
美
味
し
い
味
が
喉
に
と
ろ

け
て
五
体
に
し
み
透
っ
た
。
旨
い
っ
た
ら
あ
り
は
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
お
い
が
想
像
し
て
い
た
の
と
寸
分
違
わ
な
い
、
い
や
そ
の
何
倍

も
何
十
倍
も
美
味
し
い
、
初
々
し
い
ば
か
り
に
汁
気
を
湛
え
た
、
味

と
言
う
よ
り
も
味
の
エ
キ
ス
だ
っ
た
。
お
い
は
一
本
、
さ
ら
に
一
本

と
足
を
も
ぎ
、
股
を
も
ぎ
、
啜
っ
て
は
食
ら
い
、
食
ら
っ
て
は
甲
羅

を
剥
い
だ
。
今
や
お
い
は
我
を
忘
れ
、
鬣
を
振
り
か
ざ
し
、
獣
の
よ

う
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
お
い
は
蟹
を
た
い
ら
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
大
満
足
で
あ
っ
た
。
も
う
死
ん
で
も
よ
か
っ
た
。
（
「
蟹
」
）

　

小
気
味
よ
く
短
文
を
畳
み
か
け
て
、
夢
中
に
な
っ
て
蟹
に
む
し
ゃ
ぶ
り

つ
く
「
お
い
」
の
様
子
が
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
想
起
さ
れ
る
文
章
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
引
用
末
尾
の
「
も
う
死
ん
で
も
よ
か
っ
た
」
と
い
う
や
や

大
げ
さ
な
感
想
が
、
滑
稽
さ
を
醸
し
出
し
て
も
い
る
。
こ
の
後
、
食
べ
過
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ぎ
た
「
お
い
」
は
野
外
に
出
て
、
腹
を
下
す
の
だ
が
、
そ
の
様
子
は
次
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
「
お
い
は
皺
腹
を
抱
え
、
天
界
に
恥
を
晒
し
な
が
ら
、

だ
が
五
臓
を
洗
っ
て
流
れ
去
る
凄
ま
じ
い
も
の
を
あ
た
か
も
天
界
の
音
楽

の
よ
う
に
う
っ
と
り
と
聞
き
惚
れ
て
い
た
」
「
お
い
は
い
き
お
い
の
好
い

も
の
が
お
い
を
洗
い
浄
め
る
の
に
身
を
委
ね
な
が
ら
、
川
の
濁
り
が
ど
ん

ど
ん
と
押
し
な
が
さ
れ
て
行
く
よ
う
な
恍
惚
感
に
す
ら
浸
っ
て
い
る
の
で

あ
っ
た
」
。

　

糞
す
ら
詩
の
材
料
た
り
う
る
と
い
う
の
は
、
既
に
正
岡
子
規
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
だ
が

（
（2
（

、
黄
は
そ
れ
を
実
際
に
美
的
感
覚
に
訴
え
て
実
現
し
て
い

る
。
糞
の
表
象
は
「
紫
陽
花
」
（
『
岡
山
日
報
』
一
九
七
一
・
一
一
～
一
二
）
に

も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

耳
を
澄
ま
せ
て
い
る
と
、
明
け
が
た
の
闖
入
者
は
彼
の
家
ば
か
り

で
な
く
付
近
一
帯
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
が
よ
く
解
る
の
で
あ
っ

た
。
ほ
う
ぼ
う
の
家
屋
の
内
臓
の
よ
う
な
も
の
が
攪
拌
さ
れ
て
い
る

音
が
聞
こ
え
て
来
る
。
と
く
に
一
番
近
い
の
は
す
ぐ
裏
の
少
女
の
家

で
あ
っ
た
。
二
軒
の
家
で
は
ほ
と
ん
ど
時
同
じ
く
し
て
無
法
者
に

よ
っ
て
攪
拌
さ
れ
、
汲
取
口
に
ぶ
つ
か
る
ブ
リ
キ
の
音
や
ら
水
音
や

ら
が
反
響
し
合
っ
て
、
あ
た
か
も
相
聞
の
歌
を
奏
で
て
い
る
風
に
聞

こ
え
る
の
で
あ
っ
た
。
（
…
）
そ
し
て
伸
の
家
か
ら
汲
み
出
さ
れ
た

水
液
は
大
通
り
で
待
っ
て
い
る
運
搬
車
の
水
槽
の
な
か
で
突
然
に

少
女
の
家
の
水
液
に
邂
逅
す
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
時
異
性
の
彼
等
は

互
い
に
羞
み
合
い
、
も
じ
も
じ
と
し
、
そ
れ
か
ら
青
き
ド
ナ
ウ
の
流

れ
の
よ
う
に
し
ず
し
ず
と
混
じ
り
合
っ
て
一
つ
に
な
る
の
で
あ
っ

た
。
彼
等
は
運
搬
車
に
積
ま
れ
て
町
を
出
、
百
姓
た
ち
の
肥
料
と
し

て
地
球
上
の
ど
こ
か
で
手
を
取
り
合
っ
て
し
み
込
ん
で
行
く
の
で

あ
る
。

　

自
分
の
家
と
、
恋
す
る
少
女
の
家
と
の
糞
尿
の
攪
拌
の
反
響
音
を
「
相

聞
の
歌
」
と
し
た
上
、
水
液
の
合
流
を
「
青
き
ド
ナ
ウ
の
流
れ
の
よ
う
」

と
形
容
す
る
。
右
は
二
〇
歳
の
男
の
思
念
で
あ
る
が
、
そ
の
恋
心
が
特
異

な
見
立
て
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。（

（2
（

　

さ
ら
に
黄
の
小
説
は
、
文
体
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
ら
ず
、
小
説
全
体
の
構

成
に
も
確
か
な
力
量
を
見
せ
る
。
か
つ
て
志
賀
直
哉
は
芥
川
龍
之
介
の

小
説
が
「
仕
舞
で
読
者
に
背
負
投
げ
を
食
は
す
」
こ
と
を
批
判
し
た
が
、（

（2
（

黄
は
む
し
ろ
そ
の
芥
川
流
の
「
背
負
投
げ
」
を
自
身
の
身
上
と
し
て
、
ど

ん
で
ん
返
し
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
「
天
中
殺
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
九
』
一
九
八
三
・
一
一
）
で

は
、
高
級
住
宅
街
に
貸
家
を
持
つ
「
僕
」
が
借
り
主
に
勝
手
に
家
を
改
造

さ
れ
、
家
の
門
の
前
に
タ
イ
ヤ
を
外
し
た
車
を
置
か
れ
る
と
い
っ
た
嫌
が

ら
せ
を
受
け
る
。
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
「
僕
」は
知
人
の
弁
護
士
に
相
談
し
、

家
を
元
通
り
に
す
る
た
め
の
費
用
負
担
を
め
ぐ
っ
て
、
警
察
や
裁
判
所
で

相
手
と
争
う
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
和
解
に
こ
ぎ
つ
け
て
一
段
落
か
と
思

い
き
や
、
小
説
は
末
尾
に
次
の
一
文
を
置
く
。
「

―
そ
れ
か
ら
一
年
ほ

ど
経
っ
た
あ
る
日
、
寝
室
の
床
下
か
ら
白
骨
が
一
体
分
で
て
来
た
。
」
こ

の
た
っ
た
一
文
の
存
在
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
小
説
の
内
容
は
そ
の
意
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味
を
変
え
る
。
ま
ず
、
た
だ
に
借
り
主
の
趣
味
で
家
の
改
造
が
な
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
死
体
を
隠
す
た
め
の
工
作
だ
っ
た
可
能
性
が
新
た

に
浮
上
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
騒
動
は
、
「
僕
」
が
時
間
と
労
力
と
お
金

を
巻
き
上
げ
ら
れ
た
不
運
な
出
来
事
と
い
う
レ
ベ
ル
に
止
ま
ら
ず
、
「
僕
」

自
身
が
殺
人
の
容
疑
者
と
し
て
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
ま
さ

に
「
天
中
殺
」
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い
物
語
へ
と
化
す
の
で
あ
る
。
床
下
の
死

体
は
誰
で
あ
り
、
殺
人
者
は
誰
な
の
か
、
い
っ
さ
い
は
明
か
さ
れ
ぬ
ま
ま

小
説
は
閉
じ
ら
れ
、
読
者
は
大
き
な
謎
の
な
か
に
投
げ
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ど
ん
で
ん
返
し
は
黄
の
小
説
で
は
多
用
さ
れ
、
「
作
家
は

常
に
ペ
テ
ン
師
で
あ
る
を
要
す
る

（
（2
（

」
と
述
べ
る
黄
の
思
惑
通
り
、
読
み
物

と
し
て
の
面
白
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
。　

③
悲
喜
劇
を
生
む
も
の
―
卑
俗
な
登
場
人
物
た
ち

　

黄
の
小
説
が
用
意
す
る
、
ど
ん
で
ん
返
し
の
後
に
待
っ
て
い
る
も
の
は
、

登
場
人
物
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
こ
と
ご
と
く
不
幸
な
結
末
で
あ
る
。
「
天

中
殺
」
の
「
僕
」
が
さ
ら
な
る
禍
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
に
、
或
い
は
「
蟹
」

の
「
お
い
」
が
海
辺
で
最
期
を
迎
え
て
蟹
に
体
を
つ
い
ば
ま
れ
た
よ
う
に
、

黄
の
小
説
の
登
場
人
物
た
ち
は
死
、
失
恋
、
失
望
、
挫
折
、
喪
失
の
な
か

へ
と
追
い
や
ら
れ
る
。
そ
こ
に
黄
が
生
き
た
時
代
と
そ
の
な
か
で
育
ま
れ

た
黄
の
世
界
観
の
反
映
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
登
場
人
物

た
ち
の
不
幸
が
単
な
る
悲
劇
と
い
う
よ
り
、
し
ば
し
ば
悲
喜
劇
の
様
相
を

呈
す
る
と
こ
ろ
に
、
黄
文
学
の
大
き
な
特
色
と
魅
力
が
あ
る
。

　

果
た
し
て
喜
劇
の
要
素
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
黄
の

小
説
に
登
場
す
る
人
物
が
立
派
な
心
境
を
吐
露
す
る
人
格
者
で
は
決
し
て

な
く
、
む
し
ろ
市
井
を
生
き
る
卑
小
な
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

た
と
え
ば
、
「
豚
」
（
『
岡
山
日
報
』
一
九
七
二
・
二
～
三
）
の
「
私
」
は
、

自
ら
を
「
大
工
芸
家
」
と
称
す
る
人
物
で
あ
る
。
地
主
で
あ
っ
た
「
私
」
は
、

戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
り
、
急
に
収
入
の
術
を
失
う
。
そ
れ
で
も
「
上
役

に
頭
を
下
げ
る
な
ど
真
っ
平
だ
」
と
会
社
勤
め
を
拒
否
。
妻
に
対
し
て
も

「
お
前
に
ま
で
飢
え
死
に
し
て
欲
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
か
ら
、
も
う

一
度
嫁
に
行
け
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
今
度
は
小
作
人
の
所
へ
行
け
ば
丁

度
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
尊
大
な
意
識
丸
出
し
の
主
張
を
行
う
。
し
か

し
、
そ
ん
な
「
私
」
に
も
自
己
反
省
を
促
す
契
機
が
訪
れ
る
。
小
説
末
尾

で
「
私
」
は
自
分
が
家
族
同
様
に
大
切
に
し
て
い
た
豚
を
売
り
に
出
さ
ね

ば
な
ら
な
く
な
り
、
「
あ
あ
、
私
め
は
人
間
で
は
な
か
っ
た
の
だ
」
と
自

ら
を
認
識
す
る
に
至
る
。
「
私
」
は
常
に
傍
若
無
人
の
自
信
家
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
こ
の
結
末
は
笑
い
を
誘
う
。

　

他
に
も
、
黄
の
小
説
で
は
糞
尿
の
音
す
ら
相
聞
の
歌
と
聞
こ
え
て
し
ま

う
「
紫
陽
花
」
の
男
の
よ
う
に
、
奇
想
天
外
な
発
想
や
自
己
中
心
的
な
言

動
を
行
う
人
物
が
多
い
。
そ
う
し
た
登
場
人
物
の
妄
想
や
自
説
が
生
き
生

き
と
饒
舌
に
披
露
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
最
終
的
に
彼
ら
の
陥
る
不
幸
な

顛
末
と
の
落
差
は
大
き
く
、
哀
し
く
も
お
か
し
い
。
そ
こ
に
、
真
面
目
一

方
の
深
刻
小
説
を
読
む
の
と
は
異
な
る
、
黄
文
学
の
与
え
る
愉
楽
と
味
わ

い
が
あ
る
。

　

黄
の
小
説
は
一
人
称
を
多
く
採
用
す
る
が
、
そ
れ
は
右
に
述
べ
た
人
物
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た
ち
の
内
面
を
よ
り
細
や
か
に
再
現
さ
せ
る
に
有
効
な
方
法
と
言
え
る
。

そ
う
し
て
読
者
は
十
全
に
展
開
さ
れ
る
人
物
の
卑
小
な
る
内
面
に
時
に
苦

笑
し
な
が
ら
、
作
家
の
仕
組
ん
だ
ど
ん
で
ん
返
し
の
劇
の
あ
と
の
静
け
さ

の
な
か
で
、
は
た
と
彼
ら
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
場
所
に
い
る
自
身
の

卑
小
さ
を
も
感
じ
て
身
に
つ
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
恋
の
狂
気
や
動
物
の

命
を
自
分
た
ち
の
食
糧
や
金
銭
に
換
え
る
の
は
、
何
も
小
説
の
な
か
の
登

場
人
物
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
黄
の
小
説
の
基
底
に
は
、
人
間
を
不
完

全
で
滑
稽
な
生
き
物
と
把
握
す
る
、
諦
観
を
伴
っ
た
深
い
洞
察
と
認
識
が

あ
る
。
人
間
と
い
う
存
在
意
義
に
対
す
る
根
元
的
な
懐
疑
と
と
も
に
、
そ

の
愚
か
さ
を
慈
し
む
ま
な
ざ
し
が
ユ
ー
モ
ア
に
託
さ
れ
つ
つ
描
か
れ
た
表

象
世
界
、
そ
れ
が
黄
霊
芝
の
文
学
で
あ
る
。
彼
の
文
学
は
「
日
本
」
・
「
日

本
人
」
・
「
日
本
文
化
」
を
担
う
こ
と
と
は
異
な
り
、
台
湾
を
描
い
て
人
類

を
代
表
さ
せ
る
と
い
う
、
新
た
な
「
日
本
語
」
の
表
象
可
能
性
を
見
せ
る

豊
か
な
他
者
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に 

 

　

戦
後
台
湾
に
お
け
る
黄
霊
芝
の
日
本
語
文
学
と
は
、
そ
の
存
在
自
体
が

日
本
の
統
治
の
事
実
を
決
し
て
忘
れ
さ
せ
な
い
記
録
、
〈
記
憶
の
装
置
〉

で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
文
学
は
戦
後
の
国
民
党
体
制
か
ら
す
れ
ば
、〈
異
物
〉

に
他
な
ら
な
い
。
黄
の
日
本
語
創
作
と
は
、
実
は
極
め
て
反
権
力
的
な
方

法
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
既
に
見
て
き
た
通
り
、
黄
の
文
学
は
そ
う
し
た
政
治
的
意
識

を
内
に
潜
め
、
あ
く
ま
で
全
人
類
に
奉
仕
す
る
芸
術
の
創
出
を
目
指
し
て

い
る
。

　

黄
の
繊
細
か
つ
完
成
度
の
高
い
日
本
語
表
現
を
見
る
と
き
、
在
日
中
国

人
作
家
・
毛
丹
青
（
一
九
六
二
―
）
の
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。
毛
は
同
じ

中
国
人
で
あ
る
妻
と
の
喧
嘩
の
際
、
日
本
語
に
逃
げ
込
む
自
身
の
行
為
を

も
っ
て
「
言
語
と
い
う
の
は
、
牢
屋
で
あ
る
と
同
時
に
広
場
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。（

（2
（

戦
後
生
ま
れ
の
毛
丹
青
と
は
異
な
り
、
黄
霊
芝
の
日
本

語
使
用
の
由
来
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
と
い
う
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
暴
力
に
基
づ
く
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
黄
は

日
本
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
自
国
に
多
く
の
読
者
は
期
待
で
き
な
い
（
そ

れ
は
「
牢
屋
」
に
自
ら
入
る
行
為
に
傍
か
ら
は
見
え
る
だ
ろ
う
）
と
い
う
現
実
よ

り
も
、
彼
の
よ
り
自
由
な
個
性
の
発
現
を
可
能
に
す
る
「
広
場
」
と
し
て

の
日
本
語
の
可
能
性
に
賭
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

多
和
田
葉
子
は
言
語
創
作
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。

言
葉
遊
び
は
閑
人
の
時
間
潰
し
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う

だ
が
、
言
葉
遊
び
こ
そ
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
者
、
迫
害
さ
れ
た
者
が

積
極
的
に
掴
む
表
現
の
可
能
性
な
の
だ
。
（
『
エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー

―
母

語
の
外
へ
出
る
旅
』
七
〇
頁
）

　

「
日
本
語
」
は
誰
の
も
の
か
？

―
そ
れ
は
国
籍
・
民
族
・
文
化
に
は

帰
属
せ
ず
、
日
本
語
を
使
用
す
る
者
す
べ
て
に
開
か
れ
た
道
具
で
あ
る
。

そ
し
て
他
言
語
同
様
、
様
々
な
場
と
価
値
観
を
表
象
し
う
る
、
汲
め
ど
尽
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注
（
1
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
／
白
石
隆
、
白
石
さ
や
訳
『
定
本
想

像
の
共
同
体
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
』
（
書
籍
工
房
早
山
、

二
〇
〇
七
・
七
）

（
2
）
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
『
「
国
語
」
と
い
う
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
・

一
二
）

（
3
）
小
森
陽
一
「
言
語
と
文
化
の
複
綜
性
」
（
『
群
像
』
一
九
九
六
・
七
、

一
六
〇
―
一
六
一
頁
）
。
小
森
は
『
〈
ゆ
ら
ぎ
〉
の
日
本
文
学
』
（
日
本
放
送

出
版
協
会
、
一
九
九
八
・
九
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
問
題
を
よ
り
詳
細
に

論
じ
て
い
る
。

（
4
）
金
石
範
「
文
学
的
想
像
力
と
普
遍
性
」
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学

科
編
『
異
郷
の
日
本
語
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
九
・
四
、
二
〇
頁
）

（
5
）
津
島
佑
子
・
堀
江
俊
幸
「
対
談　

野
蛮
か
ら
は
じ
ま
る
」
（
『
群
像
』

二
〇
〇
九
・
二
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
）

（
6
）
黄
霊
芝
の
生
涯
、
並
び
に
創
作
全
般
に
目
配
り
し
た
唯
一
の
先
行
研
究
と

し
て
、
岡
崎
郁
子
『
黄
霊
芝
物
語
―
あ
る
日
文
台
湾
作
家
の
軌
跡
』
（
研
文

出
版
、
二
〇
〇
四
・
二
）
が
あ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
解
説
」
（
黄
霊
芝
著
・
下

岡
友
加
編
『
戦
後
台
湾
の
日
本
語
文
学
・
黄
霊
芝
小
説
選
』
）
に
、
本
論
の

内
容
に
通
じ
る
概
説
的
な
文
章
が
あ
る
。

（
7
）
黄
霊
芝
の
作
品
を
掲
載
し
た
『
岡
山
日
報
』
代
表
取
締
役
主
宰
・
原
敏
に

宛
て
た
書
信
の
中
の
言
葉
。
引
用
は
岡
崎
郁
子
（
注
6
、
二
一
五
頁
）
に
拠

る
。

（
8
）
同
様
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
「
日
本
の
植
民
統
治
を
受

け
、
日
本
文
化
の
洗
礼
あ
る
い
は
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
々
」
に
と
っ

て
は
、
「
日
本
語
は
外
国
語
と
い
う
よ
り
は
外
国
語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
言

語
で
あ
り
、
日
常
工
具
と
し
て
は
、
戦
後
に
至
り
は
じ
め
て
習
得
し
た
自
国

語
（
中
国
語
）
よ
り
も
、
よ
り
母
国
語
的
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
た

ち
が
中
途
半
端
な
自
国
語
に
頼
る
よ
り
も
、
使
い
慣
れ
た
日
本
語
で
俳
句
を

つ
く
っ
た
方
が
手
っ
と
り
早
く
、
且
つ
成
就
が
高
い
の
も
当
然
で
あ
れ
ば
、

文
芸
が
芸
術
の
一
分
野
で
あ
る
と
い
う
意
念
を
肯
ん
ず
る
限
り
、
民
族
意
識

を
別
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
不
得
手
な
自
国
語
で
俳
句
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
要
性
は
別
に
な
い
道
理
と
な
る
（
ブ
ラ
ジ
ル
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
日
文
俳
句
、
ま
た
同
じ
）
。
」
（
黄
霊
芝
「
あ
り
げ
な
問
題
の
い
く
つ
か
―

国
際
交
流
で

の
―
」
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
一
八
』
二
〇
〇
〇
・

一
二
、
一
三
六
―
一
三
七
頁
）

（
9
）
岡
崎
郁
子
『
台
湾
文
学
―
異
端
の
系
譜
』
（
田
畑
書
店
、
一
九
九
六
・
四
、

五
二
―
五
三
頁
）

（
10
）
黒
川
創
『
国
境
』
（
メ
タ
ロ
ー
グ
、
一
九
九
八
・
二
、
九
三
頁
）

（
11
）
黄
霊
芝
「
戦
後
の
台
湾
俳
句
―
日
本
語
と
漢
語
で
の
―
」
（
『
台
湾
俳
句
歳

時
記
』
言
叢
社
、
二
〇
〇
三
・
四
、
二
八
七
頁
）

（
12
）
黄
智
慧
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
台
湾
に
お
け
る
重
層
構
造
―
日
本
と
中
華
」

（
西
川
潤
・
簫
新
煌
編
『
台
湾
研
究
叢
書
４　

東
ア
ジ
ア
新
時
代
の
日
本
と

台
湾
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
・
二
、
一
八
四
頁
）

（
13
）
澤
井
律
之
「
岡
崎
郁
子
著
『
黄
霊
芝
物
語
』
か
ら
考
え
た
こ
と
」
（
山
田
敬

三
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
南
腔
北
調
論
集
』
東
方
書
店
、

二
〇
〇
七
・
七
、
七
七
八
頁
）

（
14
）
黄
霊
芝
「
違
う
ん
だ
よ
、
君
―
私
の
日
文
文
芸
―
」
（
『
戦
後
台
湾
の
日
本

語
文
学　

黄
霊
芝
小
説
選
』
二
六
六
頁
）

（
15
）
黄
霊
芝
「
「
非
親
日
家
」
台
湾
人
の
俳
句
を
主
宰
・
魅
せ
ら
れ
た
「
一
七
文

字
」
」
（
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
日
）

（
16
）
黄
霊
芝
「
そ
う
い
え
ば
そ
う
か
も
ね
え

―
あ
る
日
文
台
湾
作
家
が
い
う

き
せ
ぬ
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
黄
霊
芝
の
文
学
は
我
々
に
改
め
て

教
え
て
く
れ
る
。
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の
に
は
」
（
『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
学
燈
社
、
二
〇
〇
六
・
八
、

六
三
―
六
四
頁
）

（
17
）
注
14
の
二
六
三
頁
、
注
16
の
六
三
頁
。

（
18
）
「
董
さ
ん
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
後
台
湾
の
日
本
語
文
学
―
黄

霊

芝
「

董

さ

ん

」

の

方

法

―
」
（
『

昭

和

文

学

研

究

』

第

58

集
、

二
〇
〇
九
・
三
）
参
照
。

（
19
）
黄
の
文
学
は
、
台
湾
意
識
を
前
面
に
掲
げ
る
台
湾
の
文
学
運
動
（
郷
土
文
学
）

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
黄
霊
芝
「
あ
と
が
き
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻

九
』
一
九
八
三
・
一
一
、
一
九
九
―
二
〇
〇
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
い

わ
ゆ
る
郷
土
文
学
な
る
も
の
が
文
学
の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。
（
…
）
し
か
し
そ
れ
だ
け
が
文
学
で
は
な
い
」
「
文
芸
雑
誌
を
経
営
す
る

場
合
に
一
つ
の
枠
を
設
け
て
枠
内
で
仕
事
を
す
る
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
に
よ
っ

て
一
つ
の
主
義
な
い
し
風
格
を
標
榜
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

デ
パ
ー
ト
の
方
が
一
商
店
よ
り
は
る
か
に
図
体
の
大
き
い
こ
と
を
知
る
べ
き

で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
間
口
を
狭
め
、
自
ら
を
縛
る
愚
は
、
か
の
繭
蚕
に
任
せ

れ
ば
よ
い
」
。
松
永
正
義
は
「
黄
霊
芝
先
生
の
描
い
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な

く
台
湾
の
社
会
で
す
し
、
台
湾
と
い
う
場
所
を
離
れ
て
黄
霊
芝
先
生
の
文
学

は
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
同
時
に
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
台
湾
で
あ
ろ
う
と
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
普
遍
的
に
存
在
す
る
、

人
間
の
不
安
定
さ
、
不
可
思
議
さ
で
す
。
黄
霊
芝
先
生
の
文
学
が
素
朴
な
リ

ア
リ
ズ
ム
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
そ
の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て

い
る
（
「
黄
霊
芝
文
学
雑
感
」
山
田
敬
三
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
南

腔
北
調
論
集
』
七
六
六
頁
）
。

（
20
）
「
蟹
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
霊
芝
「
蟹
」
論
―
人
間
の
原
始
的

な
意
義
と
は
何
か
？
―
」
（
『
現
代
台
湾
研
究
』
第
37
号
、
二
〇
一
〇
・
三
）

参
照
。

（
21
）
「
豚
」
「
輿
論
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
霊
芝
文
学
・
そ
の
基
底

と
し
て
の
悲
喜
劇
―
小
説
「
豚
」
の
表
象
世
界
―
」
（
『
国
文
学
攷
』
第

二
〇
八
号
、
二
〇
一
〇
・
一
一
）
、
拙
稿
「
一
九
五
一
年
の
台
湾
表
象
―
黄
霊

芝

の

日

本

語

小

説
「

輿

論

」

―
」
『

近

代

文
学

試

論

』

第

50

号
、

二
〇
一
二
・
一
二
）
参
照
。

（
22
）
正
岡
子
規
「
糞
の
句
」
（
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
九
〇
〇
・
三
）
に
は
、
「
西
洋

の
詩
や
支
那
の
詩
や
随
分
沢
山
あ
る
け
れ
ど
我
等
が
見
た
だ
け
で
は
糞
の
詩

と
い
ふ
は
見
た
事
が
無
い
」
「
さ
ら
ば
糞
は
到
底
詩
に
な
ら
ぬ
か
と
思
へ
ば

俳
句
に
は
糞
の
句
が
沢
山
あ
る
か
ら
不
思
議
だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
引

用
は
『
子
規
全
集　

第
五
巻
』
（
講
談
社
、
一
九
七
六
・
五
、
三
九
二
頁
）
に

拠
る
。

（
23
）
「
紫
陽
花
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
霊
芝
の
日
本
語
文
学
―
小
説

「
紫
陽
花
」
を
中
心
に
―
」
（
『
現
代
台
湾
研
究
』
第
35
号
、
二
〇
〇
九
・
三
）

参
照
。

（
24
）
志
賀
直
哉
「
沓
掛
に
て
―
芥
川
君
の
こ
と
―
」
（
『
中
央
公
論
』

一
九
二
七
・
九
）
。
引
用
は
『
志
賀
直
哉
全
集　

第
六
巻
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
・
五
、
一
二
頁
）
に
拠
る
。

（
25
）
黄
霊
芝
「
文
学
」
（
『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
四
』
一
九
七
三
・
七
、
八
九
頁
）
。

そ
の
他
、
「
文
芸
家
と
は
所
詮
は
読
者
を
ペ
テ
ン
に
か
け
、
感
動
の
渦
へ
誘

い
込
む
べ
く
、
時
々
刻
々
、
文
芸
効
果
を
念
頭
に
入
れ
て
い
る
詐
欺
師
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
黄
霊
芝
「
俳
句
に
つ
い
て
」『
黄
霊
芝
作
品
集　

巻
六
』

一
九
八
二
・
五
、
一
八
三
頁
）
と
の
言
も
あ
る
。

（
26
）
毛
丹
青
「
越
境
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム　

全
記
録
」
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
九
日
、

於
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
。
土
屋
勝
彦
編
『
越
境
す
る
文
学
』
水

声
社
、
二
〇
〇
九
・
一
一
、
二
九
〇
頁
）
に
お
け
る
発
言
。

『フェンスレス』オンライン版 第2号（2014/06/20発行） 
占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com




